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私はモノ作りが好きで、その魅力を子ども
たちに伝えたいと思い、初等教育コースの
図画工作を専修しました。教師になって
授業で心がけていることは、ゼミの藤田
昌宏教授の教えである「まず教師が図画
工作の教材、作る、描くことを楽しむこと」
です。単に作り方、描き方を教えるのでは
なく、どこが楽しいのかを伝え、私も一緒
に描く、作るようにすると、児童も夢中に
なって取り組んでくれます。図画工作が
得意ではない児童が「もう1枚描きたい、
もっと作りたい」と言ってくれると、うれ
しいですね。
図画工作は自分の感情や思考といった
内面をアウトプットする作業でもあり、児
童が恥ずかしさや拒否・拒絶感を抱かな
いよう、自由に、安心して表現できる環境・
雰囲気をつくり出し、一人ひとりに応じた
言葉をかけることも私の使命だと思って
います。また、グループやクラスでの共同

制作は、コミュニケーションや役割分担、
助け合いが必要。そういった意味では図
画工作は社会性や協調性、人間性なども
養う重要な科目であることも意識して、
授業に取り組んでいます。

滋賀大学は専攻以外の科目も学べるの
で、特別支援教育に関する科目を履修し、
特別支援学校教諭１種免許状も取得しま
した。
在学中はスクールボランティアにも参加
しました。多動や不登校といった子ども
たちに接したのですが、そういった行動
にはその子なりの理由があることを痛感。
頭ごなしに注意したりするのではなく、
じっくり話を聴くこと、その子の成長に
合わせて寄り添うことや、居場所や安心
感をつくることなど、一人ひとりとの関わ
り方を学ぶことができました。

大学生活では漕艇（ボート）部に所属し、
練習や試合に打ち込みました。授業や実
習との両立は大変な面もありましたが、
毎日が充実していました。教師になった
今、児童たちに部活動をはじめ、大学生
活での経験を話すことがよくあります。
教員をめざす後輩や高校生の方には、部
活動やボランティアといった学外活動、
アルバイトなどにも取り組んで、いろいろ
な経験を重ねてほしいと思います。滋賀
大学教育学部には、そういった機会が数
多くありますから。
教員採用試験合格に向けては、水泳やピ
アノといった実技も猛練習。教師経験が
豊富で、教員採用試験の作成や面接官な
どを務めた実績も持つOB・OGの皆さん
が個々に合わせて親身にサポートしてく
ださいます。私も小論文の添削、面接や
模擬授業で指導いただいたおかげで、志
望通り滋賀県の教員採用試験に合格する
ことができました。ぜひ皆さんも、学校の
先生になる夢を叶えてください。

現役で滋賀大学に進学しましたが、経済
を学ぶには、自らの視野を広げてからの方
が良いのではと考え休学し、全国各地で
多種多様な仕事に就きました。さらに実
社会で経験を積むために、復学できること
を確認のうえ、学則をふまえて一旦退学
したのですがまったく採用されず、大学
中退という立場に対する社会の厳しさに
直面。事業の意思決定ができる仕事に就
き、経済や労働環境の底上げに貢献しよ
うと決意し、滋賀大学に再入学しました。

大学生活に戻ってからは貪欲に学び、結
果、成績優秀者として表彰を受けることに。
宮西賢次先生のゼミでは、財務諸表分析
や企業価値手法などを学修。数理的知見
と分析力が深まると共に、ロジカルとクリ
ティカルの双方からの考察力や折衝力な
どが養われました。また、それまではビジ
ネスでの利益追求と還元に目を向けてい
たのですが、課題解決によって新たな価
値を創造し、利益創出、社会貢献を実現

することが重要と認識が変化。ガーナで
のインターンシップに参加しました。
現地では体調不良に陥ったことから、
ガーナの生活全般のデータを徹底的に
分析。食生活でのタンパク質の欠乏を突
き止め、現地の大豆を使って豆腐スイーツ
を販売したところ、好評を得ました。こう
した現場での課題発見と分析、実装とい
うプロセスを実践できたこと、現地の課題
解決に持続可能な提案ができたことは
大きな収穫となりました。

ガーナでの経験を機に、世界の暮らしを
豊かにするという目標ができました。その
ためには、まず栄養問題を解決する食材
開発やその拡販などを、オーナーシップ
を持って大規模に創出できる商社を志望。

「世界中の未来をつくる」を理念に掲げる
三井物産に惹かれ、就職しました。現在
は全社員の業務のDX化と、デジタルに
よる新規事業創出に取り組んでいます。
これからの時代は何事にもデジタルが不
可欠。大学時代の経験も活かし、目標達成
に必要な知見と能力を磨いていきます。
私は入学から卒業まで紆余曲折ありまし
たが、今とても充実した生活を過ごせて
います。なので、後輩や高校生のみなさん
には将来や人生において、自分が輝ける
仕事や場を間違えずに選んでほしいと思
います。就職も会社ではなく、得意分野や
強みを活かせる職種で選ぶほうが、豊か
な人生につながると私は考えています。
大学では専門以外の領域も学びつつ、学
外活動やアルバイトなどもいろいろチャ
レンジすることをおすすめします。そうす
れば自分が最も輝けるもの・ことがわかり、
最適な選択ができるはずです。

豊かな感情も社会性も
育成する図画工作

図画工作を通じて、児童の心と
人生に必要な要素を育んでいきたい

多様な経験から見つけた自分が輝ける場
目標は世界の人びとの豊かな暮らし

青谷 紘子さん梅村 隆司さん

さまざまな活動での経験が
試験、教師としての糧に

子どもとの関わり方の
大切さを学んだ学外活動

大学生活を充実させ、
最適な選択を

滋賀県出身。学費面を含む自立をめざして休学、社会経験を積んで復学。2020年3月滋賀大学経済
学部社会システム学科夜間主コース卒業。同年4月三井物産株式会社入社、デジタル総合戦略部
ユーザーエクスペリエンス改革室配属、2022年5月よりデジタル総合戦略部DX第一室所属。データ
サイエンスとファイナンスの知見を活かし活躍中。

滋賀県出身。2019年3月滋賀大学教育学部学校教育教員養成課程初等教育コース（初等教科専攻図画
工作専修）卒業。同年4月草津市立笠縫東小学校、2022年3月大津市立真野小学校着任。現在は4年生
を担任。中学・高校時代は陸上部に所属していたが、大学では「新しいチャレンジを」と漕艇（ボート）部
に入部。学業と並行して週5日の厳しい練習に打ち込み、大会でも好成績を収める。

大津市立真野小学校　三井物産株式会社

大学卒業の
意義を改めて実感

自力で考察、実装した
持続可能な取り組み

輝く卒業生たち
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